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組立前に：

•  物置の土台となるのに十分な大きさの基礎を作ります。

• 3人以上での作業を推薦します。

必要な工具 目次

   
組立 方法 和訳

2,13 m x 2,89 m
屋外用物置
モデル番号 60449A

5/16" (8mm) 木材用ドリルビット

5/16" (8 mm) 石材用ドリルビット

ご家庭でのみ使用してください！
重要：本書をよく読み、今後参照できるよう保管しておいてください

7/
16

" (
≈1

1 
m

m
)

3/
8"

 (≈
10

 m
m

)

ARA (含まれている)

ITM./ART. 56665

LIFETIMEカスタマーサービスにお問い合わせください：

電話： 1-800-225-3865 ライブチャット:  
www.lifetime.com/customerservice/home  
（「専門家に質問する」タブをクリックしてください） 

ご質問？ モデル番号：  60449A
製品ID：

英国およびヨー
ロッパ本土のカスタマーサービスの場合：
Eメール： csinternational@lifetime.com

(特に記載のない限り含まれない*)
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• 

• 

日本語は1ページを参照 。   
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• 

• 

日本語は1ページを参照 。 
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ARA (包括)

ITM./ART. 56665

60449A
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• セクションで使用する部品です。
•
•

•特に注意してお読みください。

•
•

• セクションで使用されるハードウェアです。
•
•

•セクションで使用される工具です。
•
•

•特定のページで必要なハードウェアはありません。
•
•

• 特定のセクションで必要な部品はありません。
•
•

•特定の手順で電動ドライバーを使用するか使用しないかを示します。
•
•

アイコン凡例

• ナットはセンターロック式です。しっかり締まるよう設計されているため、締めにくくなっています。 金属やプラスチック
部分と水平にぴったり重なるまで締めてください。

•

• 特定の手順を実行するために必要な大人の数を示します (例: 2、3、4 人など)。
• 
• 
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日本語:
• 以下の警告に従わなければ、深刻な怪我や物的損害が生じる可能性があり、保証が無効になります。
• 安全を期すため、この製品を組み立てる際は必ず指示に注意深く従ってください。
• 物置を組み立てる前に基礎が完全に水平であることを確認してください。
• プラスチック製部品はねじを締めつけすぎると損傷する可能性がある点に留意してください。損傷を防ぐには、低いトル
クに設定されたドリルを使用するよう強くお勧めします。2番のプラスドライバーを使用することもできます。

• 組立は大人2人で行う必要があります。
• 組立を行う人は全員、作業中に安全めがねを着用しなくてはなりません。
• 製品の近くで熱い物を使用したり保管したりしないでください。 
• 適切で完全な組立は、事故や負傷のリスクを減らす上で不可欠です。
• 指をヒンジに近づけないでください。
• この製品はおもちゃ箱ではありません。 この製品はお子様向けではありません。窒息の危険性を避けるため、お子様がこの
   製品の内部で遊ばないようにしてください。
• ほとんどの負傷は誤用や手順に従わないことが原因で発生します。この製品をご使用になる場合は十分にご注意ください。
• その他の警告は本書の最後に記載されています。

• 
• 
• 
• 

• 
• 
• 
• 
• 
• 

• 

• 

• 
•
•
• 
• 
• 
• 
• 
• 
• 
• 
• 

警告と通知 /  / 
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1 基礎の準備 /  / 

• 物置を組み立てる基礎を用意する必要があります。居住地域で建築許可証が必要な可能性があるため、 物置を組
み立てる前に地元のあらゆる建築基準法を確認してください。組立を始める前に基礎を流し入れるか建設してくだ
さい。基礎には2つのタイプがあります。
•コンクリート

       •木製枠組み
タイプを選択してください。ただし、設置前に表面は水平で平らにしなくてはなりません。表面が平らでなければ、物置を適切に
組み立てられません。表面を適切に水平にすると、長期的には時間の節約につながりますので、この手順は怠らないでください。 
弊社ではコンクリートの基礎を推奨しています。最も耐久性が高く、長期間持続します。建物内部に水がたまらないように、選択なさ
った基礎は地面の上に構築する必要があります。材木はすべて屋外用を使用してください！

•

•
•

•

•
•
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セクション1（続き） /  / 

1 yd3 (≈0,77 m3)

!

1.1

4 in/po (10 cm)

84 in/po (213 cm)

81 1/2 in/po (207 cm)
109 3/4 in/po (279 cm)

114 in/po (289 cm)

必要なコンクリート /  / 需水泥

コンクリート基礎 /  / 
• コンクリートは約10センチの厚さでなくてはなりません。物置の実際の寸法は、最も幅の広い部分と長い部分で
213cmと289cmです。この寸法に適した場所を選択してください。床の寸法は屋根の寸法よりもわずかに小さいた
め、207cmと279cmの水平な面を準備する必要があります。
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セクション1（続き） /  /  1

1.2

84 in/po (213 cm)

81 1/2 in/po (207 cm)
109 3/4 in/po (279 cm)

114 in/po (289 cm)

必要な工具 /  / 

木製基礎 /  / 
• 材木はすべて屋外用を使用してください！物置の実際の寸法は、最も幅の広い部分と長い部分で213cmと289cm
です。この寸法に適した場所を選択してください。床の寸法は屋根の寸法よりもわずかに小さいため、207cmと
279cmの水平な面を準備する必要があります。
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 セクション1（続き） /  / 

x8

 1

!

1.2.1

1.2.2

x24

2 in/po x 4 in/po x 78 1/2 in/po (≈5 cm x ≈10 cm x ≈199 cm) (x8)

2 in/po x 4 in/po x 109 3/4 in/po (≈5 cm x ≈10 cm x ≈279 cm) (x2)

16d 3 1/2 in/po (16d x ≈8,89 cm) (x32)

109 3/4 in/po (279 m)

78 1/2 in/po (199 cm)

81 1/2 in/po (207 cm)

16 in/po (40,1 cm)

16" (40,1 cm)

16" (40,1 cm)

16" (40,1 cm)

16" (40,1 cm)

16" (40,1 cm)

13.75" (35 cm)

必要な工具、部品、金具 /  / 

木製基礎 /  / 
• 材木はすべて屋外用に処理・認定されたものを使用してください。207cm x 279cmの骨組みを造ります（寸法
の外側）。 また、この枠組みを造る際は平らな面に合板を使用することもできます。

• 次のステップで合板にクギを打つ際にスタッドが適切な場所になるよう、コーナーから40,1cmの位置を測定
し、中央から中央まで測定します。

ここからスタートしてください / 
 / 
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 セクション1（続き） /  /  1

!

!

1.2.3

1.2.4

x32

x35!

8 2 1/2 in/po (8d ≈6,35 cm) (x32)

48 in/po x 81 1/2 in/po x 3/4 in/po
(≈122 cm x ≈212 cm x ≈19 mm) (x2)

13 3/4 in/po x 81 1/2 in/po x 3/4 in/po
(≈35 cm x ≈207 cm x ≈19 mm) (x1)

48 in/po x 81 1/2 in/po x 3/4 in/po
(≈122 cm x ≈207 cm x  ≈19 mm)

13 3/4 in/po x 81 1/2 in/po x 3/4 in/po
(≈35 cm x ≈207 cm x ≈19 mm)

A

B

必要な工具、部品、金具 /  / 

• コーナーを合わせて枠組みを四角に設置します。AとBはほぼ同じ長さでなくてはなりません。

• クギを使い、合板を骨組みに固定します。その後、排水用に約8mmの穴をあけます。

水抜き
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2 トラスの組立 /  / 

43 1/4”43 1/4 in/po (1,10 m)

40 in/po (1,02 m)

AFH (x6)

AFG (x3)

8 1/4”8 1/4 in/po (20,96 cm)
ADH (x3)

ADY (x12) CXK (x24)ADJ (x6)

ETC (x12)

ETD (x3)

7/16 in/po (≈11 mm) (x2) 3/8 in/po (≈10 mm)

FKQ

金属部品 /  / 

必要な部品 /  / 

必要な金具 /  / 

必要な工具 /  / 所需工具
(特に記載のない限り含まれない*) / 
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必要な工具 と 金具 /  / 
セクション2（続き） /  / 

AFHAFH
ETD

2.1

http://go.lifetime.com/7truss

LIFETIME ©

• このセクションで問題が生じた場合は、以下のコードを使用してトラスの組立方法のビデオをご覧ください。

• 図のようにコネクター（ETD）を2本のトラスレール（AFH）の端に取り付けます。
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必要な工具 と 金具 /  / 
 セクション2（続き） /  / 

CXK (x8)

CXK (x4)

ETC (x4)

ADY (x4)

AFG

2.2 2.3

2.4

ETC (x4)

ADY ADY

ADY

ADY

CXK (x2)
CXK (x2)

3/8 in/po
(≈10 mm)

• 締めすぎないでください。 • トラスブレース（AFG）をトラスレールに取り付
けます。

• 締めすぎないでください。
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必要な工具 と 金具 /  / 
 セクション2（続き） /  / 

ADJ (x6)

ADJ

ADJADH

ADH (x3)
8 1/4”8 1/4 in/po (20,96 cm)

2.5

2.6

7/16 in/po
(≈11 mm) (x2)

3/8 in/po
(≈10 mm)

CXK (x16)ADY (x8)ETC (x8)

• トラスロッド（ADH）をブレースとコネクターの穴に挿入します。 2本のキャップナット（ADJ）で固定します。 締めす
ぎないでください。

• 2本のキャップナット（ADJ）で固定します。 締めすぎないでください。 二回、このセクションを繰り返します。
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切妻の組立 /  / 3

AFE (x1)

ADZ (x3) ADV (x6)

AGF (x1)

54 3/8”54 3/8" (1,38 m)

AGH (x1)AGI (x1)

金属部品 /  / 

柔軟部品 /  / 

必要な工具 /  / 所需工具

必要な部品 /  / 

必要な金具 /  / 

FKP

(特に記載のない限り含まれない*) / 
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必要な工具 と 金具 /  / 
セクション3（続き） /  / 

• 6本のスクリュー（ADV）を軽く挿入します。

ADV (x6)

AFE

AGF

ADV

ADV
ADV

ADV

ADV
ADV

• 平坦な穴が外側に向きになるようにします。

• 平坦な穴がの部分が切妻からみて下向くようにします。

• チューブ(AFE)の穴を入口の切妻(AGF)の穴に合わせます。

3.2

3.1

!

!
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必要な工具 と 金具 /  / 
セクション3（続き） /  / 

AGH

AGI

ADZ

ADZ
ADZ

ADZ (x3)

• 左後ろの切妻（AGH）を右後ろの切妻（AGI）の上に置き。

• スクリュー（ADZ）で固定します。

3.3

3.4



18

左側ドアの組立 /  / 安裝左門4

金属部品 /  / 

必要な部品 /  / 

必要な金具 /  / 

AEE (x3)

ADW (x1) BYZ (x2)

BBH (x1)

CHK (x5)

ARA (x1)

FKP

CHH (x1)

77" (≈1,96 m)

75" (≈1,91 m)
CHI (x1)

DGS (x1) 上部 /  / 
DGR (x1)下部 /  / 
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左側ドアの組立 /  / 安裝左門4

必要なツール /  / 

必要な部品 /  / 
ブラスチック部品 /  / 

AGO (x1)

BYS (x1) BYR (x1)

ARA (x1)

(特に記載のない限り含まれない*) / 
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション4（続き） /  / 

4.2

CHI

CHHAGO

• 左側のドア（AGO）の最上部にある穴にヒンジチューブ（CHH）をスライドさせて入れます。4.1

• 長いチューブ（CHI）をドアの穴に挿入
し、ドアから12mm出るようにします。 
穴が開いている方を上になるようにし
ます。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション4（続き） /  / 

4.3

4.4

CHK (x1)

CHK

BBH

• ドリル型ネジ (CHK) を締めて支柱を固定します。 必要に応じて、最初にドリルをかけます。

• エンドキャップ（BBH）をチューブの端に取り付け、ドアの最下部に並列するまでチューブを挿入します。チューブの2つの
穴をドアの穴に合わせます。

扉と同じ高さ

BBH (x1)
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション4（続き） /  / 

4.5 • ディボットと内側のチューブに穴をあけますが、ドアを貫通しないようにしてください。

ARA (x1)

!
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション4（続き） /  / 

4.6 • ロック(DGS & DGR)を左ドアの上部と下部に取り付けます。ロックのピンが自由に動かない場合は、スクリュー
(CHK) をほんの少し緩めます。

DGS (x1) 上部 /  / 

DGS

DGR

DGR

DGR (x1) 下部 /  / 
CHK (x4)

CHK

CHK

CHK (x2)

CHK (x2)
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション4（続き） /  / 

AEE (x3)ADW (x1)BYZ (x2)

AEE

AEEAEE

BYZBYZ

ADW

BYS

BYR

• 同梱の金具を使用してハンドル(BYRとBYS)をドアに取り付けます。4.7
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右側ドアの組立 /  / 5

75" (≈1,91 m)

AGZ (x1) 

AEE (x1)
ADW (x1) BYZ (x2)

BYR (x1)

BYS (x1)

BBI (x1)

BBH (x1)

CHK (x1)

金属部品 /  / 

柔軟部品 /  / 

必要な部品 /  / 

必要な金具 /  / 

CHH (x1)

77" (≈1,96 m)

CHI (x1)

必要なツール /  / 

FKP

ARA (x1)

(特に記載のない限り含まれない*) / 
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション5（続き） /  / 

CHH

AGZ

• 右側のドア（AGZ）の底にある穴にヒンジチューブ（CHH）をスライドさせて入れます。

5.2

CHI

• 長いチューブ（CHI）をドアの穴に挿入し、ドアから12mm出るようにします。 穴が開いている方を上になるようにします。

 

5.1
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション5（続き） /  / 

• ディボットと内側のチューブに穴をあけますが、ドアを貫通しないようにしてください。

• エンドキャップ（BBH）をチューブの端に取り付け、ドアの最下部に並列するまでチューブを挿入します。チュー
ブの2つの穴をドアの穴に合わせます。

•  

5.3

5.4

!

BBH

BBH (x1)

ARA (x1)

右側のドアと同じ高さ
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション5（続き） /  / 

• 同梱の金具を使用してハンドル(BYRとBYS)をドアに取り付けます。

AEE (x1)ADW (x1) BYZ (x2) BBI (x1)

BBI

BBI
ADW

AEE

5.5

5.6

BYZ
BYZ

BYS

BYR

CHK

• ドリル型ネジ (CHK) を締めて支柱を固定します。

CHK (x1)
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6

AFX (x2)

AGR (x2)

AHO (x2)
BQC (x12) ADC (x1)

!

FKQ

床の組立 /  / 

柔軟部品 /  / 

必要な部品 /  / 

必要な金具 /  / 

注：スクリューでは床は固定されません。パネルを保持するだけです。

必要なツール /  / 
(特に記載のない限り含まれない*) / 
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必要なツールと金具 /  / 
セクション6（続き） /  / 

AFX

AGR

AGR

AFX

45°

6.1

6.2 6.3

45°

• 内側の床パネル（AFX）を45度の角度で保持し、外側の床パネル（AGR）の下側の端に沿って突起部を差し込みます。
突起部が連結します。 パネルを平らに置きます。 ドアはわかりやすいようにイメージとして表示しておりますが、ま
だ接続しないでください

• 前のステップを繰り返します。 • 前のステップを繰り返します。
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必要なツールと金具 /  / 
セクション6（続き） /  / 

AHO

AHO (x2)

6.4
• フロアの穴にブッシング（AHO）を挿入します。

• スクリューでは床は固定されません。パネルを保持するだけです。!
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション6（続き） /  / 

BQC (x12)

6.5 • 最後に、スクリュー（BQC）を床パネルのディボットと隣接する床パネルの突起部に挿入します。（ディボットは床パ
ネルの継ぎ目の近くにあります。） スクリューでは床は固定されません。パネルを保持するだけです。
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7 壁の組立 /  / 

43” (1,09 m)

67 3/4 in/po (1,72 m)

78 3/8”78 3/8 in/po (1,99 m)

ADZ (x93) ADV (x6)

AHD (x6)AHH (x2)

AGL (x4)

AFM (x6)

BXT (x2)

BXX (x1)

EUF (x1)

FYK

金属部品 /  / 

金属部品 /  / 

必要なツール /  / 

必要な部品 /  / 

必要な金具 /  / 

(特に記載のない限り含まれない*) / 
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション7（続き） /  / 

ADZ (x30)

AFM

AHD

ADZ

ADZ

ADZ

ADZ

ADZ

7.1 • 5本のスクリュー（ADZ）を使って壁サポートチャンネル（AFM）を壁パネル（AHD）に取り付けます。すべての壁パネ
ルでこの手順を繰り返します。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション7（続き） /  / 

7.2

ADZ (x8)

ADZ

ADZ

ADZ

ADZ

BXT

• 4本のスクリュー（ADZ）を使って壁サポートチャンネル（BXT）を窓壁パネル（AHH）に取り付けます。この手順を2枚
目の窓壁パネルでも繰り返します。

AHH
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必要なツールと金具 /  / 
セクション7（続き） /  / 

AGL

7.3

7.4

• コーナーパネル(AGL) の底の左から2つのタブを床パネル上の右端2つのスロットに挿入します。

• パネルを左にスライドさせます。
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必要なツールと金具 /  / 
セクション7（続き） /  / 

EUF

AGL

7.5 • コーナーパネルを曲げ、その他のタブをスロットに挿入します。この挿入の際には、挿入するタブの箇所の床パネル
の下に木片(EUF) を入れます。きちんと挿入できた場合「カチッ」という音が聞こえるはずです。この手順を2つ目のタ
ブでも繰り返します。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション7（続き） /  / 

ADZ (x15)

AHD

AHD
AHH

ADZ

ADZ

ADZ

ADZ

ADZ

7.6
• 壁パネル(AHD)または窓壁パネル (AHH)の底にある3つのタブを1つずつ床パネル上のスロットに挿入します。パネル
を前方にスライドさせます。窓壁パネルを物置のいずれかのパネルに挿入します。ゴム製小槌と木片を使ってやさしくパ
ネルを前方にたたきます。5つのスクリュー(ADZ)を使ってパネルを取り付けます。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション7（続き） /  / 

ADZ (x15)

AGL

EUF

7.7

7.8 AHD AHD

• 最初のコーナーパネルの設置ステップを繰り返します。挿入して、カチッという音がするまでスライドさせます。

• 2枚の壁パネル(AHD) を物置後部に取り付けます。
スクリュー(ADZ)で固定します。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション7（続き） /  / 

ADZ (x20)

AHD
AHD

AHH

AGL

7.9

7.10

EUF

• 最初のコーナーパネルの設置ステップを繰り返します。

• 3枚の壁パネル(AHD または AHH) を物置右側にス
クリュ(ADZ) (5) を使って取り付けます。



41

必要なツールと金具 /  / 
 セクション7（続き） /  / 

AGL

ADZ (x5)

7.11

EUF

• 最初のコーナーパネルの設置ステップを繰り返します。



42

必要なツールと金具 /  / 
 セクション7（続き） /  / 

BXX

ADV
ADV

ADV ADV ADV ADV

ADV (x6)

7.12 • 手動スクリュードライバーを使い、6本のスクリュー（ADV）で壁サポートチューブ（BXX）を後部壁パネルに取り付けます。
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窓の設置 /  / 8

ADZ (x4)
AIS (x2)

柔軟部品 /  / 

必要なツール /  / 

必要な部品 /  / 

必要な金具 /  / 

FYK

ADY (x2)

AHE (x2)

(特に記載のない限り含まれない*) / 
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必要なツールと金具 /  / 
セクション8（続き） /  /  5

• 窓ガラス（AHE）の両側から保護フィルムをはがします。

• 上部及びあなたの側に向いている、カーブしている端に対して、窓枠をスライドさせます。8.2

8.1

AHE
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション8（続き） /  / 

ADZ (x4)
AIS (x2)

 5

ADZ ADZ

ADY

AIS

8.3

8.4 • スクリュー(ADY)を窓枠の底にある穴に挿入
します。これにより窓枠を開いたままにするこ
とができます。 ２枚目も同様に繰り返します。

• 1つの窓用ラッチ(AIS)を開いているパネルの上部角に取り付けます。 ラッチは自由に動かなければなりません。

ADY (x2)
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ドアと切妻の取り付け /  / 9

AHP (x2) ADZ (x11)ADX (x2)BFY (x5)

BYB (x1)

7/16" (≈11 mm)

BYA (x1)

ADJ (x5) BXZ (x16)

BYM (x1)

70 7/8"70 7/8" (1,80 m)

72” (1.83 m)72 3/8" (1,84 m)

金属部品 /  / 

プラスチック部品 /  / 

必要なツール /  / 

必要な部品 /  / 

必要な金具 /  / 

FKP

AGF (x1)

AGO (x1) AGZ (x1)

(特に記載のない限り含まれない*) / 
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション9（続き） /  / 

ADZ (x6) BXZ (x6)

ADZ

ADZ

BXZ

BYB

• 曲がった端

9.1

BYB

ADZ

ADZ

BXZ

BXZ

• 右側のドアわき柱（BYB）（2本のわき柱のうち幅が広い方）を右前側のコーナー壁パネルの上に配置します。端が
物置の内側に向かって曲がるようにします。わき柱の穴をコーナー壁パネルの穴に合わせます。6本のスクリュー
（ADZ）を使い、わき柱をパネルに固定します。一番上の穴はまだ固定しないでください。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション9（続き） /  / 

BFY (x5) ADJ (x5)BXZ (x10)

7/16 in/po
(≈11 mm)

9.2

BYA

BYA

• 左側のドアわき柱（BYA）を左前側のコーナー壁パネルの上に配置します。端が物置の外側に向かって曲がるよう
にします。わき柱の穴をコーナー壁パネルの穴に合わせます。同梱されている金具を使ってわき柱をパネルに固
定します。

• 曲がった端

BXZ

BXZ

BXZ

BXZ ADJ

ADJBFY

BFY
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション9（続き） /  / 

AHP (x2)

• 左側のドアからヒンジチューブを約15センチ引きおろします。ヒンジチューブの最下部にある穴をブッシングの
切れ目に合わせ、チューブを挿入します。止めピン（AHP）を挿入して端を曲げます。

• 右側のドアでも、このステップを繰り返します。

9.3

9.4

AHP

AHP
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション9（続き） /  / 

ADZ (x5)

• 2本のヒンジチューブの上に入口の切妻の穴をスライドさせます。9.5

9.6

ADZ (x5)

• 5本のスクリュー（ADZ）を使用して切妻を物置に固定します。
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26 11/16”26 11/16 in/po (67,79 cm)

AGR (x2)

AHD (x4) AHH (x2) AGL (x1)

AGQ (x4)

AHE (x2)

AFX (x2)

BYY (x8)

BYW (x2)BYX (x4)

PARTS IDENTIFIER / IDENTIFICATEUR DE PIÈCES / IDENTIFICADOR DE PIEZAS
CONTENTS OF BOX 1 / CONTENU DE LA BOÎTE 1 / CONTENIDO DE LA CAJA 1

CONTENTS OF SMALL PARTS BOX / CONTENU DE LA BOÎTE DE PETITES PIÈCES / CONTENIDO DE LA CAJA DE PIEZAS PEQUEÑAS

Rem
ove This Section for Quick Reference / Enlever cette section pour r6férence rapide / Reitirar esta sección para referencia rápida

ETD (x3)BYS (x2)

BYR (x2) EUF (x1)

EUG (x4)

AFZ (x2)

AIY (x2)

FRW (x1)
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AGL (x3) AGO (x1) AGZ (x1)

AGQ (x4)

FYV (x2)

PARTS IDENTIFIER / IDENTIFICATEUR DE PIÈCES / IDENTIFICADOR DE PIEZAS
BLISTER PACKS / BLISTERS / BLÍSTERES

CONTENTS OF BOX 2 / CONTENU DE LA BOÎTE 2 / CONTENIDO DE LA CAJA 2
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AFS (x1)

AHD (x2)

FKQ FKP FYK FKX
FHF

EVG

AGF (x1)

AGH (x1)AGI (x1)
GDE (x2)
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43” (1,09 m)

67 3/4 in/po (1,72 m)

75 in/po (1,91 m)

77 in/po (1,96 m)

CHH (x2)

CHI (x2)

PARTS IDENTIFIER / IDENTIFICATEUR DE PIÈCES / IDENTIFICADOR DE PIEZAS
CONTENTS METAL KIT 1 / CONTENU DU KIT DE PIÈCES EN MÉTAL 1 / CONTENIDO DEL KIT DE PIEZAS DE METAL 1

72” (1.83 m)72 3/8 in/po (1,84 m)

70 7/8"70 7/8 in/po (1,80 m)

54 3/8”54 3/8 in/po (1,38 m)

78 3/8”78 3/8 in/po (1,99 m)

BYA (x1)

AFM (x6)

BXX (x1)

AFE (x1)

BYB (x1)

BXT (x2)

Rem
ove This Section for Quick Reference / Enlever cette section pour r6férence rapide / Reitirar esta sección para referencia rápida

43 in/po (1,09 m)
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PARTS IDENTIFIER / IDENTIFICATEUR DE PIÈCES / IDENTIFICADOR DE PIEZAS
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a CONTENTS METAL KIT 2 / CONTENU DU KIT DE PIÈCES EN MÉTAL 2 / CONTENIDO DEL KIT DE PIEZAS DE METAL 2

43 1/4”43 1/4 in/po (1,10 m)

40 in/po (1,02 m)
AFG (x3)

AFH (x6)
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション9（続き） /  / 

ADX (x2) BYM (x1)

9.7

ADXADX

BYM

• 図のようにストライクプレート（BYM）を床に取り付けます。
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10 屋根の組立 /  / 

26 11/16”26 11/16 in/po (67,8 cm)

BYY (x8)

BYT (x16)

AGQ (x8)

FRW (x1)

BYW (x2)

BYX (x4)

x3

(x1)

ADV (x32)ADZ (x108)

FKX

FYV (x2)

金属部品 /  / 

プラスチック部品 /  / 

必要なツール /  / 

必要な部品 /  / 

必要な金具 /  / 

(特に記載のない限り含まれない*) / 
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必要なツールと金具 /  / 
セクション10（続き） /  / 

AGQ

BYY

10.1 • サポートチューブ（BYY）を屋根サポートパネル（AGQ）のノッチに挿入します。すべての屋根パネルでこの手順を繰り
返します。

カ
チ
ッ

カ
チ
ッ



58

必要なツールと金具 /  / 
 セクション10（続き） /  / 

10.2

BYT (x1)

• 図のように屋根パネルを上下逆さまにします。切妻用クリップ（BYT）は図示されている方向にし、角度をつけて
一番下のクリップのスロットに挿入します。スクリュードライバーを使い、クリップをしっかり押し下げます。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション10（続き） /  / 

10.3

BYT (x3)

• 次の3本の切妻用クリップ（BYT）は図示されている方向にし、角度をつけて一番上の3つのクリップスロットに挿
入します。スクリュードライバーを使い、カチッと音がするまでクリップをしっかり押し下げます。

• この端は入口の切妻に対して配置されま
す。



60

必要なツールと金具 /  / 
セクション10（続き） /  / 

10.4

AGQ

• トラス組立を対極する最初の2つの壁パネルの上部に取り付けます。 もう1人がこれを所定の位置に保持してい
る間に次のステップに進みます。 屋根パネルを壁パネル、切妻、トラスの上に設置します。屋根パネルの最下部
にある溝を壁パネルの最上部に設置します。

• 切妻用クリップは前側の端に配置されます。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション10（続き） /  / 

10.5

10.6

ADZ

ADZ (x4)

• 屋根パネルの最下部にある溝は壁パネルの最上部の上に配置されます。

• 入口用切妻の内側の穴にクリップを合わせ、4本のスクリュー（ADZ）で切妻を屋根パネルに固定します。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション10（続き） /  / 

10.7

10.8

ADZ (x4) ADV (x4)

ADZ

BYT (x1)

• 図のように4本の長いスクリュー（ADV）を壁パネルの上端に沿って挿入し、4本の短いスクリュー（ADZ）はトラスに
沿って挿入します。

ADV

• 図のように次の屋根パネルを上下逆さまにします。切妻用クリップ（BYT）は図示されている方向にし、角度をつけ
て一番下のクリップのスロットに挿入します。スクリュードライバーを使い、クリップをしっかり押し下げます。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション10（続き） /  / 

10.9

BYT (x3)

• 次の3本の切妻用クリップ（BYT）は図示されている方向にし、角度をつけて一番上の3つのクリップスロットに挿
入します。スクリュードライバーを使い、カチッと音がするまでクリップをしっかり押し下げます。

• この端は入口の切妻に対して配置されます。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション10（続き） /  / 

ADZ

ADZ (x4)

10.11

10.10 • ステップ10.8～10.9で組み立てた屋根パネルを入口の切妻、壁パネ
ル、トラスの上に設置します。切妻用クリップは入口の切妻に対して
配置します。

• 切妻用クリップは前側の端に配置されます。

• 入口の切妻の穴にクリップを合わせ、4
本のスクリュー（ADZ）で切妻を屋根パネ
ルに固定します。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション10（続き） /  / 

ADV

ADZ

ADZ (x4) ADV (x4)

10.12

10.13

• 図のように4本の長いスクリュー（ADV）を壁パネルの上端に沿って挿入し、4本の短いスクリュー（ADZ）はトラ
スに沿って挿入します。

• 組み立てたトラスを対極する2番目の2枚の壁パネルの
ノッチに設置します。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション10（続き） /  / 

ADZ (x8)

ADZ (x8)

ADV (x4)

ADV (x4)

10.14 • 屋根パネルを切妻、壁パネル、トラスの上に設置し、図のように金具で固定します。長いスクリュー（ADV）のみ
を壁パネルの上端に沿って挿入します。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション10（続き） /  / 

10.15

ADZ (x8) ADV (x4)

ADZ (x8)

ADV (x4)

• 反対側の屋根パネルでも同じ手順を繰り返します。長いスクリュー（ADV）のみを壁パネルの上端に沿って挿入
します。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション10（続き） /  / 

10.16

ADZ (x16) ADV (x8)

• 次の1本のトラスと2枚の屋根パネルでもステップ10.13～10.15を繰り返します。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション10（続き） /  / 

ADZ (x12)

ADZ ADZ
ADZ

10.17 • 12本のスクリュー（ADZ）を使用して後部の切妻を物置に固定します。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション10（続き） /  / 

BYT (x4)

10.18
• 図のように屋根パネルを上下逆さまにします。4本の切妻用クリップ（BYT）は図示されている方向にし、角度を
つけて屋根パネルの端に沿って4つのスロットに挿入します。4本のクリップはすべて、同じ方向になるようにしま
す。スクリュードライバーでカチッと音がするまでクリップを押し下げます。

• この端は後部の切妻に対して配置されます。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション10（続き） /  / 

AGQ

ADZ (x4)

10.19

ADZ

• ステップ10.18で組み立てた屋根パネルを切妻、壁パネル、トラスの上に設置します。4本のスクリュー（ADZ）で切妻
を固定します。クリップは切妻に対して配置します。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション10（続き） /  / 

10.20

ADZ (x4) ADV (x4)

ADV

ADZ

• 図のように4本の長いスクリュー（ADV）を壁パネルの上端に沿って挿入し、4本の短いスクリュー（ADZ）はトラス
に沿って挿入します。長いスクリュー（ADV）のみを壁パネルの上端に沿って挿入します。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション10（続き） /  / 

BYT (x4)

10.21 • 図のように屋根パネルを上下逆さまにします。4本の切妻用クリップ（BYT）は図示されている方向にし、角度を
つけて屋根パネルの端に沿って4つのスロットに挿入します。4本のクリップはすべて、同じ方向になるようにし
ます。スクリュードライバーでカチッと音がするまでクリップを押し下げます。

• この端は後部の切妻に対して配置されます。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション10（続き） /  / 

AGQ

10.22

ADZ (x4)

ADZ

• 屋根パネルを切妻、壁パネル、トラスの上に設置します。クリップ（BYT）はこの図のような方向にして、図示さ
れている場所に挿入します。 スクリュー（ADZ）を図示されている場所に挿入します。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション10（続き） /  / 

ADV

ADZ

10.23

ADZ (x4) ADV (x4)

• 図のように4本の長いスクリュー（ADV）を壁パネルの上端に沿って挿入し、4本の短いスクリュー（ADZ）はトラ
スに沿って挿入します。長いスクリュー（ADV）のみを壁パネルの上端に沿って挿入します。
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必要なツールと金具 /  / 
セクション10（続き） /  / 

BYW

BYX

FYV

FRW

FYV

BYX

10.24

10.25

• 2枚のフォーム（BYX）を図のように各エンドキャップ（BYW）に挿入します。この手順を2つ目のエンドキャップで
も繰り返します。

• 図で示されているように、2つの天窓 (FYV)の端をコネクター (FRW)に挿入します。 
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション10（続き） /  / 

ADZ (x4)

10.26

10.27

ADZ ADZ

ADZADZ

• エンドキャップを天窓の端に差し込み、2本のスクリュー（ADZ）を使用して物置の外側に固定します。

• 2本のスクリュー（ADZ）を使用してエンドキャップを物置の内側に差し込みます。
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必要なツールと金具 /  / 
セクション10（続き） /  / 

ADZ (x24)

ADZ (x12)
ADZ (x12)

ADZ ADZ

FYV

10.28 • 手動スクリュードライバーを使い、24本のスクリュー（ADZ）で天窓を屋根パネルに固定します。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション10（続き） /  / 

10.29

10.30

ADZ (x4)

ADZ ADZ

ADZADZ

• 2本のスクリュー（ADZ）を使用してエンドキャップを物置の外側に差し込みます。

• 2本のスクリュー（ADZ）を使用してエンドキャップを物置の内側に差し込みます。
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11 ドアの位置合わせ /  / 校準棚門

必要なツール /  / 

必要な部品 /  / 

必要な金具 /  / 

ウッド部品 /  / 

EUG (x4)

(特に記載のない限り含まれない*) / 
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必要なツールと金具 /  / 
セクション11（続き） /  / 

11.1 • ドアの片方または両方が開閉の際に床をこするか、最上部の位置が合っていない場合は、次の手順を実行して
修正してください。

• このセクションの手順で問題が生じた場合は、以下のコードを使用して、このセクションの説明ビデオをご覧ください。
• 
• 

http://go.lifetime.com/dooralignment7

LIFETIME ©
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション11（続き） /  / 

11.2

11.3

Fig. 1 Fig. 2EUG
Fig. 3

• 左側のドアが床にこすれるか、右側のドアより低い場合は、左側ドアの最下部コーナーのすぐ下で床の下側に詰
め木（EUG）を入れます。

Fig. 1 Fig. 2 EUG Fig. 3

• 右側のドアが床にこすれるか、左側のドアより低い場合は、右側ドアの最下部コーナーのすぐ下で床の下側に
詰め木（EUG）を入れます。
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12 物置の固定 /  / 

5/16 in/po (≈8 mm) Wood Drill Bit
5/16 in/po (≈8 mm) Foret à boit
5/16 in/po (≈8 mm) Broca para madera

5/16" (≈8 mm) Masonry Drill Bit
5/16 in/po (≈8 mm) Foret à maçonnerie
5/16 in/po (≈8 mm) Broca para albañilería

必要な部品 /  / 

必要な金具 /  / 

必要なツール /  / 
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セクション12（続き） /  / 
必要なツールと金具 /  / 

12.1

5/16 in/po
(≈8 mm)

• 物置をコンクリート基礎に固定する場合は、適正な固定金具を購入する必要があります。ハンマードリル、8mm
石材用ビット、4本のコンクリート用スクリュー（1cm x 4cm）、4本のフェンダーワッシャー（1cm x 2.5cm）を使用
するようお勧めします。

• 直径1cmを超えるスクリューは使用しないでください。 この金具については各地の金具店にお問い合わせください。!

(x4)

(x4)

（同梱されていません）

（同梱されていません）

• 物置を固定しなければ、物的損害や負傷が生じる可能性があります。
• 
•

! !注意 / 警告 / 
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セクション12（続き） /  / 
必要なツールと金具 /  / 

12.1

5/16 in/po
(≈8 mm)

• 物置を木製基礎に固定する場合は、適正な固定金具を購入する必要があります。ドリル、8mmドリルビット、4本
のラグスクリュー（1cm x 4cm）、4本のフェンダーワッシャー（1cm x 2.5cm）を使用するようお勧めします。

• 直径1cmを超えるスクリューは使用しないでください。 この金具については各地の金具店にお問い合わせください。!

(x4)

(x4)

（同梱されていません）

（同梱されていません）

• 物置を固定しなければ、物的損害や負傷が生じる可能性があります。
• 
•

! !注意 / 警告 / 
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13 ラッチの設置 /  / 

7/16 in/po (≈11 mm)

EVG

ACA (x3) CHK (x2)

AEB (x3) AAB (x3)

ADX (x9)

AEE (x9)

CVW (x1)

CVT (x1) CVU (x1) CVV (x1)

CVR (x1)

CVS (x1)

CVQ (x1)

必要なツール /  / 

必要な金具 /  / 

(特に記載のない限り含まれない*) / 



87

必要なツールと金具 /  / 
セクション13（続き） /  / 

13.1

ACA

AEB

AAB

CVT

ACA (x1) AEB (x1) AAB (x1)CVT (x1)

• 物置の固定方法に従った後、同梱の金具を使って左側のラッチブラケット（CVT）を左側のドアに取り付けます。こ
の時点でナットは手で締めてください。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション13（続き） /  / 

13.2

13.3

CVW (x1)

CVW

CVU (x1)

CVU

CVV (x1)

CVV

ACA (x2)

ACA
ACA

AAB

AEB

7/16 in/po
(≈11 mm)

AEB (x2)AAB (x2)

• 図のように大きな右側のラッチブラケット（CVU）と小さい右側のラッチブラケット（CVV）をスライドさせてラッチ
（CVW）に挿入します。

• 同梱の金具を使い、組み立てたラッチを右側のドアに取り付けます。ナットをしっかり締めます。
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必要なツールと金具 /  / 
セクション13（続き） /  / 

13.4
CVQ (x1)

CVQ

• 同梱の金具を使い、組み立てたラッチを右側のドアに取り付けます。(CVQ)ナットをしっかり締めます。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション13（続き） /  / 

13.5

ADX (x3)

AEE (x3)

ADX (x3)AEE (x3)

• 図のように同梱の金具を使い、大きなカバープレートをドアに固定します。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション13（続き） /  / 

ADX (x3)CVR (x1)
AEE (x3)

13.6

CVR

ADX (x3)

AEE (x3)

• 小さい右側のカバープレート（CVR）をスライドさせて組み立てたラッチに挿入し、図のように同梱の金具を使っ
てカバープレートをドアに固定します。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション13（続き） /  / 

13.7

13.8

CHK (x1)

CHK

• 両方のドアを閉じてラッチをロックします。ラッチが自由にスライドするように左側のラッチブラケットを調整します。

• 1本のセルフドリリング/セルフタッピングスクリュー（CHK）を左側のラッチブラケットの穴に挿入して固定します。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション13（続き） /  / 

7/16 in/po
(≈11 mm)

AAB

CVS (x1)

CVS

13.9

13.10

• ナットを締めて左側のラッチブラケットに固定します。

• 左側のカバープレート（CVS）を左側のラッチブラケットの上に配置します。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション13（続き） /  / 

ADX (x3)
AEE (x3)

ADX (x3)

AEE (x3)

CHK (x1)

CHK

13.12

13.11 • 図のように同梱の金具を使い、左側のカバープレートをドアに固定します。

• 1本のセルフドリリング/セルフタッピングスクリュー（CHK）を左側のカバープレートの穴に挿入して固定します。
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棚の設置 /  / 14

プラスチック部品 /  / 

金属部品 /  / 

必要な工具 /  / 所需工具

必要な部品 /  / 

必要な金具 /  / 

AFZ (x2)

AFS (x1)

ADZ (x12)

AIY (x2)

FHF

GDE (x2)
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必要な工具 と 金具 /  / 
セクション14（続き） / / 

AFS

GDE

GDE

•サポートチューブ（GDE）をラック (AFS)の一組のノッチに挿入します。
• 
•

14.1
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必要な工具 と 金具 /  / 
 セクション14（続き） /  / 

14.2

14.3

ADZ

ADZ

ADZ

AFZ

ADZ (x12)

10 lb. (4,5 kg)
!

• 角棚 (AFZ)を取付けたい角を選びます。フラップを折り、角の壁パネルのタブ
の穴に合うようにします。4つのスクリュー (ADZ)で固定します。 同じ手順を2つ
目の角棚を使って別の角で繰り返します。
• 

• 

• 棚ブラケット（AIY）を壁/棚サポートレールのスロットに挿入します。 ブラケットは同じ高さでなくてはなりません。 
同梱の金具(ADZ)を使用して棚（AFS）を棚用ブラケットに取り付けます。
• 

• 

AIY

ADZ

ADZ

ADZ

ADZ

1

2

30 lb. (14 kg)
!
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注釈 / / 
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Lifetime®製品を購入していただきありがとうございます。以下の手順に従うと、新しいLifetime製品を長年にわたってお楽しみ
いただけます。ポリエチレン製パネルは、しみや溶剤に耐性があります。
ほとんどのしみは中性洗剤と毛のやわらかいブラシで除去できます。研磨性の洗剤はプラスチックに傷を付ける可能性がある
ため、お勧めしません。金属面の傷や錆は、その部分に軽く紙やすりをかけ、防錆スプレープライマーを使用し、最後に高光沢
スプレーエナメル塗料を吹き付けて修理してください。遮熱しない限り、表面の上や近くに直接熱源を置かないでください。

清掃と手入れ
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LIFETIMEの公約

プライバシー方針はwww.lifetime.comでお読みいただけます

今すぐ登録しましょう！

Lifetime®では革新的で質の高い製品を提供することに尽力しています。登録の際、フィードバックをお寄せいただけます。弊社では皆様からの
ご意見を 大切にしております。
•  また、新製品に関する通知や販促情報を受け取れるよう選択することもできます。
•  万が一にも製品のリコールや安全上の修正が必要になった場合、弊社は登録内容から直接皆様への通知に必要な情報を得ることができます。
•  登録は簡単で時間もかからず、完全に任意です。

長年にわたりLifetime®ではお客様のプライバシー維持を方針として掲げてきました。Lifetime®はお客様の個人データを他の第三者に販売
または提供したり、第三者が個人データを自らの目的で使用することを許可しておりません。

WWW.LIFETIME.COMで製品を登録しましょう

• 
• 
• 
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メーカーは、部品を利用できない場合、または部品が旧式化した場合は保証の代用を提供する権利を保有します。

10年限定工場保証

Lifetime芝と園芸の製品は、最初の購入者に対して、材料や製造上の欠陥がないことを、最初の小売購入日から10
年間保証します。「不良」とは製品使用において完全な使用ができないことを示します。誤った使用方法や乱用、過
失による欠陥は保証の対象外となります。この保証は誤った方法による設置、変更、または事故による欠損は含み
ません。Lifetime社は、本製品の改造を行わないことを推奨しています。この保証は破壊行為、さび、「天災」、自然災
害、通常使用による損耗、またはその他メーカーが管理できない範囲による欠損は含みません。

この保証は他者に委譲することはできず、その方法は欠陥製品の修理または交換に限定されます。万が一保証条
件内で製品欠陥が見られた場合、Lifetime Products社は無償にて欠陥製品を修理はまた交換いたします。製造元
あるいは配送センターへまたはそこからの送料は保証に含まれず、購入者の負担となります。製品あるいはその部
品の撤去、設置、あるいは交換にかかる人件費及びその関連費は保証の対象外です。

通常使用によって生じる本体へのすり傷、かき傷、または塗料の剥がれは本保証の対象外です。さらに故意による
破損、過失、乱用、または不当な使用の結果による破損は本保証を無効にするか、あるいは本保証の対象外です。

事故あるいはそれによって生じた破損に対する責任は法律の許す範囲内において対象外です。すべての製品購入
はこの条件下によるものであり、弊社代表者が本方針を無効あるいは変更することはできません。本製品は組織や
商業目的での利用を目的としておらず、Lifetime Products社はそのような使用に対し責任を有しません。組織ある
いは商業目的での使用は保証の対象外です。 

本保証は商品性や使用品質の保証を含め、連邦法や州法により認められている、明示または黙示的なその他すべ
ての製品保証に代わるものであることをここに明記します。Lifetime Products社やその他代表者は、本製品に関連
するその他いかなる責任も負うものではありません。本保証は特定の法的権利をお客様に提供し、お客様はまた州
によって異なるその他の権利を有することがあります。

弊社製品の保証はオーストラリア消費者法が定める範囲で保証されています。お客様は重大な欠陥やその他合理
的に予測可能な損失や破損に対し製品の交換または代金の返金を得る資格を有します。お客様はまた、品質が許さ
れないレベル、または重大とまではいえない欠陥がある製品の修理または交換を得る資格を有します。

すべての保証請求には購入時のレシートが必要です。 
製品欠損は書面にて以下までご連絡ください：

LIFETIME PRODUCTS, INC., 
PO Box 160010
Freeport Center, Bldg. D-12
Clearfi eld, UT 84016-0010 

オンラインでの保証請求については、次のサイトをご覧ください ： www.lifetime.com/warranty
保証部：(800) 225-3865

海外からの保証：
すべての保証請求には購入時のレシートが必要です。製品欠陥は書面にてお近くの地域販売サポート代表までご連絡くだ
さい。購入日が記載されているレシート、破損した部品の写真を同封してください。

お住まいの地域ののお問い合わせ代表は、次のサイトをご覧ください： www.lifetime.com/international
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または、以下までお電話ください： 1-800-424-3865

備品や他のLifetime®製品の購入については以下をご覧ください。

www.lifetime.com

備品や他のすばらしい製品を追加して、購入なさったLIFETIME®製品を拡充しましょう

www.lifetime.com

:

1231996 8/16/2023
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